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(57)【要約】
【課題】撮影画像のサムネイル画像を地図上にマッピン
グさせた際に、撮影画像に付随する情報をユーザに把握
させることが可能な情報処理装置を提供する。
【解決手段】撮像画像が位置情報と紐付けて記録される
記録部と、記録部に記録される撮像画像が一纏まりにな
っている地図クラスタと該地図クラスタを地図情報と紐
付けている地図と表示されているマップビュー画面、及
び、一の地図クラスタが選択された際に該地図クラスタ
に含まれる撮像画像のインデックス表示をユーザに選択
させるインデックス表示確認画面を表示する表示部と、
マップビュー画面が表示部に表示されている状態で地図
クラスタが選択され、インデックス表示確認画面を表示
させる際に、該地図クラスタについてマップビュー画面
で表示されていなかった情報を表示させる制御部と、を
備える、情報処理装置が提供される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録部に記録される１または複数の画像のサムネイル画像が一纏まりになっている地図
クラスタが位置情報と紐付けられて地図上に表示されているマップビュー画面、及び、前
記地図クラスタの中から一の地図クラスタが選択された際に、該地図クラスタについて前
記マップビュー画面において表示されていなかった情報を表示するとともに、前記マップ
ビューで表示されていた前記地図を表示しないで、該地図クラスタに含まれる画像をイン
デックス表示させるかどうか選択させるインデックス表示確認画面を表示部に表示させる
制御部を備える、情報処理装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記インデックス表示確認画面が前記表示部に表示されている際にユー
ザによって撮像画像のインデックス表示の前記表示部への表示が選択されると、前記表示
部の表示を、前記インデックス表示確認画面から、ユーザに選択された地図クラスタに属
する撮像画像をインデックス表示するインデックス画面に遷移させる、請求項１に記載の
情報処理装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記表示部の表示を前記インデックス表示確認画面から前記インデック
ス画面に遷移させた後、前記マップビュー画面に遷移させるには、前記インデックス表示
確認画面を経由せず直接遷移させる、請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記表示部に前記インデックス表示確認画面を表示させる際に、前記マ
ップビュー画面に表示されていなかった情報として選択された地図クラスタに属する撮像
画像の撮影日の情報を表示させる、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記表示部に前記インデックス表示確認画面を表示させる際に、前記マ
ップビュー画面に表示されていなかった情報として選択された地図クラスタに属する撮像
画像の撮影場所の緯度・経度の情報を表示させる、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記表示部に前記インデックス表示確認画面を表示させる際に、前記マ
ップビュー画面に表示されていなかった情報として選択された地図クラスタに属する撮像
画像の撮影場所の撮影場所の名称を表示させる、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記表示部に前記インデックス表示確認画面を表示させる際に、前記マ
ップビュー画面に表示されていなかった情報として選択された地図クラスタに属する撮像
画像に含まれる顔の画像を表示させる、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　記録部に記録されている１または複数の画像のサムネイル画像が一纏まりになっている
地図クラスタが位置情報と紐付けられて地図上に表示されているマップビュー画面、及び
、前記地図クラスタの中から一の地図クラスタが選択された際に、該地図クラスタについ
て前記マップビュー画面において表示されていなかった情報を表示するとともに、前記マ
ップビューで表示されていた前記地図を表示しないで、該地図クラスタに含まれる画像を
インデックス表示させるかどうか選択させるインデックス表示確認画面を表示部に表示さ
せる制御ステップを備える、情報表示方法。
【請求項９】
　コンピュータに、記録部に記録されている１または複数の画像のサムネイル画像が一纏
まりになっている地図クラスタが位置情報と紐付けられて地図上に表示されているマップ
ビュー画面、及び、前記地図クラスタの中から一の地図クラスタが選択された際に、該地
図クラスタについて前記マップビュー画面において表示されていなかった情報を表示する
とともに、前記マップビューで表示されていた前記地図を表示しないで、該地図クラスタ
に含まれる画像をインデックス表示させるかどうか選択させるインデックス表示確認画面
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を表示部に表示させる制御ステップを実行させる、コンピュータプログラム。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置、情報表示方法及びコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　静止画像や動画像を撮像できる電子機器の中には、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔ
ｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）のような現在位置を取得できるデバイスを内蔵し、ユーザ
が撮像した画像を、その撮像された場所の位置情報と共に記録するものがある（例えば特
許文献１参照）。そのような電子機器で撮像された画像を該電子機器で表示・再生する際
には、その画像が撮影された場所をユーザが把握しやすくなるような工夫が求められる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２５６９４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、画像の撮影場所をユーザが把握しやすくするために、撮影画像のサムネイル画
像を単に地図上にマッピングさせただけでは、その撮影画像に付随する情報が把握できず
、ユーザは、その撮影場所で撮影された画像が、例えば、いつ、どの程度撮影されたもの
であるかという情報を把握することができないという問題があった。
【０００５】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、撮影画像のサムネイル画像を地図上にマッピングさせた際に、そのサムネイル画像を
ユーザが選択すると、撮影画像に付随する情報をユーザに把握させることが可能な、新規
かつ改良された情報処理装置、情報表示方法及びコンピュータプログラムを提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、記録部に記録される１または
複数の画像のサムネイル画像が一纏まりになっている地図クラスタが位置情報と紐付けら
れて地図上に表示されているマップビュー画面、及び、前記地図クラスタの中から一の地
図クラスタが選択された際に、該地図クラスタについて前記マップビュー画面において表
示されていなかった情報を表示するとともに、前記マップビューで表示されていた前記地
図を表示しないで、該地図クラスタに含まれる画像をインデックス表示させるかどうか選
択させるインデックス表示確認画面を表示部に表示させる制御部を備える、情報処理装置
が提供される。
【０００７】
　前記制御部は、前記インデックス表示確認画面が前記表示部に表示されている際にユー
ザによって撮像画像のインデックス表示の前記表示部への表示が選択されると、前記表示
部の表示を、前記インデックス表示確認画面から、ユーザに選択された地図クラスタに属
する撮像画像をインデックス表示するインデックス画面に遷移させるようにしてもよい。
【０００８】
　前記制御部は、前記表示部の表示を前記インデックス表示確認画面から前記インデック
ス画面に遷移させた後、前記マップビュー画面に遷移させるには、前記インデックス表示
確認画面を経由せず直接遷移させるようにしてもよい。
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【０００９】
　前記制御部は、前記表示部に前記インデックス表示確認画面を表示させる際に、前記マ
ップビュー画面に表示されていなかった情報として選択された地図クラスタに属する撮像
画像の撮影日の情報を表示させるようにしてもよい。
【００１０】
　前記制御部は、前記表示部に前記インデックス表示確認画面を表示させる際に、前記マ
ップビュー画面に表示されていなかった情報として選択された地図クラスタに属する撮像
画像の撮影場所の緯度・経度の情報を表示させるようにしてもよい。
【００１１】
　前記制御部は、前記表示部に前記インデックス表示確認画面を表示させる際に、前記マ
ップビュー画面に表示されていなかった情報として選択された地図クラスタに属する撮像
画像の撮影場所の撮影場所の名称を表示させるようにしてもよい。
【００１２】
　前記制御部は、前記表示部に前記インデックス表示確認画面を表示させる際に、前記マ
ップビュー画面に表示されていなかった情報として選択された地図クラスタに属する撮像
画像に含まれる顔の画像を表示させる、請求項１に記載の情報処理装置。
【００１３】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、記録部に記録されてい
る１または複数の画像のサムネイル画像が一纏まりになっている地図クラスタが位置情報
と紐付けられて地図上に表示されているマップビュー画面、及び、前記地図クラスタの中
から一の地図クラスタが選択された際に、該地図クラスタについて前記マップビュー画面
において表示されていなかった情報を表示するとともに、前記マップビューで表示されて
いた前記地図を表示しないで、該地図クラスタに含まれる画像をインデックス表示させる
かどうか選択させるインデックス表示確認画面を表示部に表示させる制御ステップを備え
る、情報表示方法が提供される。
【００１４】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、コンピュータに、記録
部に記録されている１または複数の画像のサムネイル画像が一纏まりになっている地図ク
ラスタが位置情報と紐付けられて地図上に表示されているマップビュー画面、及び、前記
地図クラスタの中から一の地図クラスタが選択された際に、該地図クラスタについて前記
マップビュー画面において表示されていなかった情報を表示するとともに、前記マップビ
ューで表示されていた前記地図を表示しないで、該地図クラスタに含まれる画像をインデ
ックス表示させるかどうか選択させるインデックス表示確認画面を表示部に表示させる制
御ステップを実行させる、コンピュータプログラムが提供される。
【発明の効果】
【００１５】
　以上説明したように本発明によれば、撮影画像のサムネイル画像を地図上にマッピング
させた際に、そのサムネイル画像をユーザが選択すると、撮影画像に付随する情報をユー
ザに把握させることが可能な、新規かつ改良された情報処理装置、情報表示方法及びコン
ピュータプログラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の内部構成例を示す説明図である。
【図２】本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の機能構成例を示す説明図である。
以
【図３】本発明の一実施形態におけるコンテンツ管理情報記憶部３００の記憶内容を模式
的に示す図である。
【図４】本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の動作を示す流れ図である。
【図５】撮像装置１００の表示部１７０に表示される画面の遷移例を示す説明図である。
【図６】本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の表示部１７０に表示されるマップ
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ビュー画面４００の一例を示す説明図である。
【図７】本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の表示部１７０に表示されるマップ
ビュー画面４００の一例を示す説明図である。
【図８】本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の表示部１７０に表示されるインデ
ックス表示確認画面５００の表示例を示す説明図である。
【図９】本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の表示部１７０に表示されるインデ
ックス画面６００の表示例を示す説明図である。
【図１０】本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の表示部１７０に表示される再生
画面７００の表示例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１８】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　＜１．本発明の一実施形態＞
　［１－１．撮像装置の構成例］
　［１－２．撮像装置の動作］
　＜２．まとめ＞
【００１９】
　＜１．本発明の一実施形態＞
　［１－１．撮像装置の構成例］
　まず、図面を参照しながら、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の内部構成例
について説明する。図１は、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の内部構成例を
示す説明図である。以下、図１を用いて本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の内
部構成について説明する。
【００２０】
　図１に示した撮像装置１００は、本発明の情報処理装置の一例であり、撮像装置１００
は、カメラモジュール１１０と、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ）モジュール１２０と、方位センサ１３０と、システム制御部１４０とを備える
。また、撮像装置１００は、操作部１５０と、記録部１６０と、表示部１７０と、音声出
力部１８０とを備える。撮像装置１００は、例えば、被写体を撮像して画像データを生成
し、この画像データをコンテンツとして記録するデジタルスチルカメラやデジタルビデオ
カメラ（例えば、カメラ一体型レコーダ）等の撮像装置により実現される。
【００２１】
　カメラモジュール１１０は、被写体を撮像して撮像画像（画像データ）を生成するもの
であり、生成された撮像画像をシステム制御部１４０に出力する。具体的には、カメラモ
ジュール１１０は、光学ユニット、撮像素子および信号処理部を備える。このカメラモジ
ュール１１０において、光学ユニットを介して入射された被写体の光学像が撮像素子の撮
像面に結像され、この状態で撮像素子が撮像動作を行い、信号処理部が撮像信号に対して
信号処理を行うことにより撮像画像が生成される。そして、生成された撮像画像がシステ
ム制御部１４０に順次出力される。
【００２２】
　ＧＰＳモジュール１２０は、ＧＰＳ信号受信アンテナ（図示せず）により受信されたＧ
ＰＳ信号に基づいて撮像位置情報を算出するものであり、算出された撮像位置情報をシス
テム制御部１４０に出力する。この算出された撮像位置情報には、緯度、経度、高度等の
位置に関する各データが含まれる。なお、本発明の一実施形態では、ＧＰＳ信号に基づい
て算出された撮像位置情報を用いる例を示すが、他の撮像位置情報の取得方法により取得
された撮像位置情報を用いるようにしてもよい。例えば、周囲に存在する無線ＬＡＮ（Ｌ
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ｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）によるアクセスポイント情報を用いて撮像位置情
報を導き出し、この撮像位置情報を取得して用いるようにしてもよい。
【００２３】
　方位センサ１３０は、地磁気を利用して地球上における方位を計測するセンサであり、
計測された方位をシステム制御部１４０に出力する。例えば、方位センサ１３０は、互い
に直交する２軸（例えば、ｘ軸およびｙ軸）のコイルと、その中心部に配置されたＭＲ素
子（磁気抵抗素子）とにより構成される磁界センサである。このＭＲ素子は、地磁気を感
知し、その磁気の強さによって抵抗値が変化する素子であり、ＭＲ素子の抵抗変化が、２
軸のコイルによって２方向の成分（例えば、ｘ軸およびｙ軸の成分）に分けられ、その２
方向の成分の地磁気の比に基づいて方位が算出される。
【００２４】
　ここで、本発明の一実施形態では、方位センサ１３０は、撮像装置１００の撮像方向の
方位を計測してもよい。この撮像方向は、撮像位置（例えば、撮像装置１００が存在する
位置）から、カメラモジュール１１０により生成された撮像画像に含まれる被写体が存在
する位置までの方向であり、例えば、被写体側の光軸方向とすることができる。また、例
えば、撮像方向は、撮像位置を基準として、撮像画像における中心位置に存在する被写体
の方向を撮像方向とすることができる。なお、本発明の一実施形態では、方位センサ１３
０を用いて撮像方向を取得する例を示すが、他の撮像方向の取得方法により取得された撮
像方向を用いるようにしてもよい。例えば、ＧＰＳ信号に基づいて測定された方位を用い
るようにしてもよい。
【００２５】
　システム制御部１４０は、撮像装置１００全体の制御を行うものである。例えば、シス
テム制御部１４０は、操作部１５０により受け付けられたユーザからの操作入力に応じた
制御を行う。また、システム制御部１４０は、表示部１７０に表示されるコンテンツ選択
画面等の表示、記録部１６０に対する撮像画像の記録や読出し等を制御する。さらに、シ
ステム制御部１４０は、モニタリングモード設定時や動画記録中には、カメラモジュール
１１０により生成された撮像画像およびその撮像位置に関する地図を表示部１７０に表示
させる制御を行う。ここで、モニタリングモードは、例えば、撮像装置１００が画像記録
待機状態である場合に、カメラモジュール１１０から供給される撮像画像をリアルタイム
で表示部１７０に表示させる撮像モードである。
【００２６】
　本実施形態では、システム制御部１４０は、ユーザからの所定の操作入力に基づいて、
表示部１７０に、後述するマップビュー画面を表示させる制御を実行する。マップビュー
画面は、表示部１７０に地図を表示するとともに、地図上の位置と関連付けて、撮像装置
１００で撮像されたコンテンツ（静止画像及び動画像）のサムネイル画像を表示する画面
である。ここで、地図上の位置と関連付けて表示部１７０にサムネイル画像を表示する際
には、システム制御部１４０は、近接する場所で撮影された複数の画像のサムネイル画像
を一纏めにした状態で表示させる。以下、画像のサムネイル画像が一纏まりになった状態
のものを「地図クラスタ」とも称する。
【００２７】
　システム制御部１４０は、表示部１７０にマップビュー画面が表示されている状態で、
ユーザから一の地図クラスタが選択される操作入力が行われると、その地図クラスタに該
当する画像の付加情報が表示されるとともに、その地図クラスタに該当する画像のインデ
ックス画面を表示するかどうかをユーザに選択させるためのインデックス表示確認画面を
、表示部１７０に表示させる処理を実行する。
【００２８】
　そして、システム制御部１４０は、表示部１７０にインデックス表示確認画面が表示さ
れている状態で、ユーザから画像のインデックス画面の表示を選択される操作入力が行わ
れると、地図クラスタに該当する画像のインデックス画面を表示部１７０に表示させる処
理を実行する。
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【００２９】
　操作部１５０は、ユーザからの操作入力を受ける操作入力部であり、受け付けられた操
作入力に応じた信号をシステム制御部１４０に出力する。
【００３０】
　記録部１６０は、システム制御部１４０の制御に基づいて、カメラモジュール１１０に
より生成された撮像画像を静止画コンテンツまたは動画コンテンツとして記録するもので
ある。また、記録部１６０は、システム制御部１４０の制御に基づいて、記録されている
静止画コンテンツまたは動画コンテンツをシステム制御部１４０に供給する。さらに、記
録部１６０には、表示部１７０に地図を表示させるための地図データが格納されている。
また、記録部１６０には、静止画コンテンツまたは動画コンテンツを管理するためのコン
テンツ管理情報が格納されている。なお、記録部１６０として、例えば、フラッシュメモ
リ等の記録媒体を用いることができる。また、記録部１６０は、撮像装置１００に内蔵す
るようにしてもよく、着脱可能に撮像装置１００に装着されるようにしてもよい。
【００３１】
　表示部１７０は、システム制御部１４０の制御に基づいて、各種画像を表示する表示部
である。例えば、表示部１７０は、カメラモジュール１１０により生成された撮像画像、
記録部１６０から読み出された静止画コンテンツまたは動画コンテンツ、ユーザに提供さ
れるコンテンツ選択画面等を表示する。表示部１７０は、例えば、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ
　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）や有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅ
ｎｃｅ）を用いることができる。なお、表示部１７０はタッチパネルを備えていてもよく
、当該タッチパネルが操作部１５０の機能を有するようにしてもよい。表示部１７０がタ
ッチパネルを備えていることで、撮像装置１００のユーザは、表示部１７０を直接指で触
ることにより各種操作を実行することが出来る。
【００３２】
　音声出力部１８０は、システム制御部１４０の制御に基づいて、各種の音声情報を出力
するものである。音声出力部１８０は、例えば、スピーカにより実現することができる。
ここで、各種の音声情報とは、例えば、記録部１６０に記録されている動画コンテンツが
再生される際に、動画像と共に記録された音声であったり、撮像装置１００のユーザが撮
像装置１００を操作部１５０を用いて操作する際に操作に応じて出力される音声であった
りしてもよい。
【００３３】
　以上、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の内部構成について説明した。次に
、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の機能構成について説明する。
【００３４】
　図２は、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の機能構成例を示す説明図である
。以下、図２を用いて本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の機能構成例について
説明する。
【００３５】
　図２に示したように、撮像装置１００は、地図データ記憶部２００と、撮像部２１１と
、撮像位置情報取得部２１２と、地図データ取得部２２０とを備える。また、撮像装置１
００は、表示制御部２５０と、表示部２６０と、操作受付部２７０と、記録制御部２８０
と、コンテンツ記憶部２９０と、コンテンツ管理情報記憶部３００とを備える。
【００３６】
　地図データ記憶部２００は、表示部２６０に地図を表示するための地図データを記憶す
るものであり、記憶されている地図データを地図データ取得部２２０に供給する。例えば
、地図データ記憶部２００に記憶されている地図データは、緯度および経度により特定さ
れるデータであり、一定の緯度幅および経度幅を単位として、複数の領域に区切られてい
る。なお、地図データ記憶部２００は、図１に示す記録部１６０に対応する。
【００３７】
　撮像部２１１は、被写体を撮像して撮像画像を生成するものであり、生成された撮像画
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像を表示制御部２５０および記録制御部２８０に出力する。なお、撮像部２１１は、図１
に示すカメラモジュール１１０に対応する。
【００３８】
　撮像位置情報取得部２１２は、撮像位置に関する撮像位置情報を取得するものであり、
取得された撮像位置情報を地図データ取得部２２０および記録制御部２８０に出力する。
なお、撮像位置情報取得部２１２は、図１に示すＧＰＳモジュール１２０に対応する。
【００３９】
　地図データ取得部２２０は、撮像位置情報取得部２１２から出力された撮像位置情報に
基づいて、地図データ記憶部２００から地図データを取得するものであり、取得された地
図データを表示制御部２５０に出力する。なお、地図データ取得部２２０は、図１に示す
システム制御部１４０に対応する。
【００４０】
　表示制御部２５０は、撮像部２１１から出力された撮像画像と、撮像位置情報取得部２
１２から出力された撮像位置情報と、地図データ取得部２２０から出力された地図データ
に対応する地図とを表示部２６０に表示させるものである。また、表示制御部２５０は、
操作受付部２７０からの操作入力に応じて、地図の大きさを変更して表示させる。これら
の表示例については、後に詳細に説明する。なお、表示制御部２５０は、図１に示すシス
テム制御部１４０に対応する。
【００４１】
　表示部２６０は、表示制御部２５０の制御に基づいて、各種画像を表示する表示部であ
る。表示部２６０は、図１に示す表示部１７０に対応する。
【００４２】
　操作受付部２７０は、ユーザからの操作入力を受け付ける操作受付部であり、受け付け
られた操作入力に応じた操作内容を表示制御部２５０または記録制御部２８０に出力する
。例えば、操作受付部２７０は、モニタリングモードを設定する指示操作が受け付けられ
た場合には、その操作内容を表示制御部２５０に出力する。また、例えば、操作受付部２
７０は、動画を記録する指示操作が受け付けられた場合には、その操作内容を表示制御部
２５０および記録制御部２８０に出力する。また、例えば、操作受付部２７０は、静止画
を記録する指示操作（いわゆる、シャッター操作）が受け付けられた場合には、その操作
内容を記録制御部２８０に出力する。なお、操作受付部２７０は、図１に示す操作部１５
０に対応する。
【００４３】
　記録制御部２８０は、撮像部２１１から出力された撮像画像を静止画コンテンツまたは
動画コンテンツとしてコンテンツ記憶部２９０に記録させるものである。また、記録制御
部２８０は、撮像位置情報取得部２１２から出力された情報を、静止画コンテンツまたは
動画コンテンツに関連付けてコンテンツ管理情報記憶部３００に記録させる。例えば、記
録制御部２８０は、動画を記録する指示操作が操作受付部２７０により受け付けられた場
合には、撮像部２１１から出力された撮像画像を動画コンテンツとしてコンテンツ記憶部
２９０に記録させる。この記録とともに、記録制御部２８０は、その動画コンテンツを構
成する各フレームについて撮像位置情報をコンテンツ管理情報記憶部３００に記録させる
。この動画を記録する場合には、フレーム毎に各情報を記録させるようにしてもよく、一
定間隔毎（例えば、ＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）毎）に各情報をコンテ
ンツ管理情報記憶部３００に記録させるようにしてもよい。また、例えば、記録制御部２
８０は、静止画を記録する指示操作が操作受付部２７０により受け付けられた場合には、
撮像部２１１から出力された撮像画像を静止画コンテンツとしてコンテンツ記憶部２９０
に記録させる。この記録とともに、記録制御部２８０は、その静止画コンテンツについて
各情報（撮像位置情報、撮像方向情報）をコンテンツ管理情報記憶部３００に記録させる
。なお、記録制御部２８０は、図１に示すシステム制御部１４０に対応する。
【００４４】
　コンテンツ記憶部２９０は、記録制御部２８０の制御に基づいて、撮像部２１１から出
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力された撮像画像を静止画コンテンツまたは動画コンテンツとして記録するものである。
なお、コンテンツ記憶部２９０は、図１に示す記録部１６０に対応する。
【００４５】
　コンテンツ管理情報記憶部３００は、記録制御部２８０の制御に基づいて、撮像位置情
報取得部２１２から出力された情報を撮像画像に関連付けて記録するものである。なお、
コンテンツ管理情報記憶部３００は、図１に示す記録部１６０に対応する。
【００４６】
　図３は、本発明の一実施形態におけるコンテンツ管理情報記憶部３００の記憶内容を模
式的に示す図である。コンテンツ管理情報記憶部３００には、コンテンツの種類（動画コ
ンテンツ、静止画コンテンツ）毎に分類して、メタデータ３４０が記憶されている。具体
的には、コンテンツ種類３１０「動画コンテンツ」には、コンテンツ識別情報３２０と、
画像識別情報３３０と、メタデータ３４０とが関連付けて記憶されている。また、コンテ
ンツ種類３１０「静止画コンテンツ」には、コンテンツ識別情報３２０およびメタデータ
３４０が関連付けて記憶されている。
【００４７】
　コンテンツ識別情報３２０は、各コンテンツを識別するための識別情報であり、例えば
、動画コンテンツに関するコンテンツ識別情報として「＃１」、「＃２」が格納される。
また、静止画コンテンツに関するコンテンツ識別情報として「＃１００」、「＃２００」
、「＃３００」が格納される。
【００４８】
　画像識別情報３３０は、動画コンテンツを構成する各撮像画像（フレーム）を識別する
ための識別情報であり、例えば、コンテンツ識別情報３２０「＃１」に対応する動画コン
テンツを構成する各撮像画像には「＃１１」、「＃１２」、「＃１３」が格納される。な
お、画像識別情報３３０には、メタデータ３４０に各情報が格納される撮像画像について
のみ識別情報が格納される。
【００４９】
　メタデータ３４０は、各撮像画像に関するメタデータであり、撮像位置情報３４１と、
撮像時刻情報３４２と、インデックス画像３４５と、代表画像情報３４６とがメタデータ
として格納される。なお、図３では、撮像位置情報３４１及び撮像時刻情報３４２に格納
される情報を省略して示し、インデックス画像３４５に格納されるインデックス画像を簡
略化して矩形で示す。
【００５０】
　撮像位置情報３４１は、対応する撮像画像の撮像時における撮像位置（例えば、緯度お
よび経度）を含む情報であり、撮像位置情報取得部２１２により取得された撮像位置情報
が格納される。
【００５１】
　撮像時刻情報３４２は、対応する撮像画像の撮像時の時刻を含む情報である。なお、コ
ンテンツが動画像である場合には、最初のフレームの撮像時刻と最後のフレームの撮像時
刻のみが格納されるようにしてもよい。
【００５２】
　インデックス画像３４５は、対応するコンテンツを選択する際に用いられるインデック
ス画像（代表画像）であり、例えば、対応する撮像画像のサムネイル画像が格納される。
このサムネイル画像は、例えば、記録制御部２８０により生成される。
【００５３】
　代表画像情報３４６は、対応する動画コンテンツを構成する各撮像画像のうち、代表画
像として決定された撮像画像を特定するための情報である。図３に示した例は、動画コン
テンツを構成する各撮像画像のうち、代表画像として決定された撮像画像の欄に「１」を
付し、他の撮像画像の欄には「０」を付す。ここで、動画コンテンツの場合には、代表画
像として決定された１または複数の撮像画像についてのみインデックス画像３４５にイン
デックス画像が格納される。代表画像の決定方法としては、例えば、動画コンテンツの記
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録動作の開始後に、最初にＧＰＳ信号を受信した際における撮像画像を、代表画像として
決定する決定方法を用いることができる。例えば、コンテンツ識別情報３２０「＃１」に
対応する動画コンテンツを構成する各撮像画像のうち、画像識別情報３３０「＃１１」に
対応する撮像画像が代表画像として決定され、この撮像画像についてインデックス画像３
４５にインデックス画像が格納される。なお、上述の代表画像の決定方法は一例であり、
動画コンテンツの中で何らかの規則により一の画像を選択して代表画像を決定する決定方
法を用いるようにしてもよい。例えば、動画コンテンツの先頭画像を代表画像として決定
する決定方法を用いるようにしてもよい。
【００５４】
　なお、この例では、メタデータをコンテンツ管理情報記憶部３００に記憶する例を示す
が、本発明ではかかる例に限定されず、例えば、メタデータを各コンテンツファイル内に
記憶させるようにしてもよい。
【００５５】
　以上、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の機能構成について説明した。次に
、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の動作について説明する。
【００５６】
　［１－２．撮像装置の動作］
　図４は、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の動作を示す流れ図である。以下
、図４を用いて、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の動作について説明する。
以下で説明する撮像装置１００の動作は、撮像装置１００が既に起動している状態で行わ
れるものであり、
【００５７】
　撮像装置１００が動作している状態において、撮像装置１００のユーザが、操作部１５
０を用いた所定の操作を行うことによって、システム制御部１４０は、表示部１７０にマ
ップビュー画面を表示させる（ステップＳ１０１）。上述したように、マップビュー画面
は、表示部１７０に地図を表示するとともに、地図上の位置と関連付けて、撮像装置１０
０で撮像された画像のサムネイル画像を表示する画面である。ここで、サムネイル画像と
して表示する画像は、コンテンツ管理情報記憶部３００に記憶されている画像情報のうち
、代表画像情報３４６が「１」となっている画像である。
【００５８】
　上記ステップＳ１０１において、システム制御部１４０が、表示部１７０にマップビュ
ー画面を表示させている状態で、撮像装置１００のユーザによって、マップビュー画面で
表示されている地図クラスタの中から１の地図クラスタが、操作部１５０を用いて選択さ
れる（ステップＳ１０２）。するとシステム制御部１４０は、ユーザが選択した地図クラ
スタについてのインデックス表示確認画面を表示部１７０に表示させる（ステップＳ１０
３）。インデックス表示確認画面は、上述したように、その地図クラスタに該当する画像
のインデックス画面を表示するかどうかをユーザに選択させるための画面である。
【００５９】
　上記ステップＳ１０３において、システム制御部１４０が、表示部１７０にインデック
ス表示確認画面を表示させている状態では、撮像装置１００は、上記ステップＳ１０２で
ユーザに選択された地図クラスタに属するコンテンツのインデックス画面を表示するかど
うかの待機状態にある。そこで、システム制御部１４０が、撮像装置１００のユーザによ
って、インデックス画面の表示が選択されたかどうかを判断する（ステップＳ１０４）。
ステップＳ１０４でインデックス画面の表示をユーザが選択したと判断すると、システム
制御部１４０は、ユーザが選択した地図クラスタについてのインデックス画面を表示部１
７０に表示させる（ステップＳ１０５）。一方、ステップＳ１０４で、インデックス画面
の表示をユーザが選択せず、元のマップビュー画面に戻ることをユーザが選択したと判断
すると、システム制御部１４０は、上記ステップＳ１０１に戻り、マップビュー画面を表
示部１７０に表示させる。
【００６０】
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　図５は、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の表示部１７０に表示される画面
の遷移例を示す説明図である。以下、図５を用いて、本発明の一実施形態にかかる撮像装
置１００の表示部１７０に表示される画面の遷移例について説明する。
【００６１】
　撮像装置１００が動作している状態において、撮像装置１００のユーザが、操作部１５
０を用いた所定の操作を行うことによって、システム制御部１４０は、表示部１７０にマ
ップビュー画面４００を表示させる。このマップビュー画面４００の表示は、図４のステ
ップＳ１０１に対応するものである。
【００６２】
　システム制御部１４０が、表示部１７０にマップビュー画面４００を表示させている状
態で、撮像装置１００のユーザによって、マップビュー画面で表示されている地図クラス
タの中から１の地図クラスタが、操作部１５０を用いて選択される（ステップＳ１１１）
。地図クラスタが選択されると、システム制御部１４０は、ユーザが選択した地図クラス
タについてのインデックス表示確認画面５００を表示部１７０に表示させる。このインデ
ックス表示確認画面５００の表示は、図４のステップＳ１０３に対応するものである。
【００６３】
　上述したように、システム制御部１４０が、表示部１７０にインデックス表示確認画面
５００を表示させている状態では、撮像装置１００は、上記ステップＳ１０２でユーザに
選択された地図クラスタに属するコンテンツのインデックス画面を表示するかどうかの待
機状態にある。インデックス画面の表示をユーザが選択すると（ステップＳ１１３）、シ
ステム制御部１４０は、ユーザが選択した地図クラスタについてのインデックス画面６０
０を表示部１７０に表示させる。このインデックス画面６００の表示は、図４のステップ
Ｓ１０５に対応するものである。一方、インデックス画面の表示をユーザが選択せず、元
のマップビュー画面に戻ることをユーザが選択すると（ステップＳ１１４）、システム制
御部１４０は、マップビュー画面４００を表示部１７０に表示させる。
【００６４】
　システム制御部１４０が、表示部１７０にインデックス画面６００を表示させている状
態で、ユーザがそのインデックス画面６００に表示されているサムネイル画像の中から１
のサムネイル画像を選択すると（ステップＳ１１４）、システム制御部１４０は、当該サ
ムネイル画像に対応するコンテンツを表示する再生画面７００を表示部１７０に表示させ
る。一方、システム制御部１４０が、表示部１７０にインデックス画面６００を表示させ
ている状態で、ユーザがマップビュー画面４００に戻ることを選択すると（ステップＳ１
１５）、システム制御部１４０は、マップビュー画面４００を表示部１７０に表示させる
。
【００６５】
　そして、システム制御部１４０が、表示部１７０に再生画面７００を表示させている状
態で、ユーザがインデックス画面６００に戻ることを選択すると（ステップＳ１１６）、
システム制御部１４０は、インデックス画面６００を表示部１７０に表示させる。
【００６６】
　図６及び図７は、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の表示部１７０に表示さ
れるマップビュー画面４００の一例を示す説明図である。以下、図６及び図７を用いて、
の表示部１７０に表示されるマップビュー画面４００について説明する。
【００６７】
　マップビュー画面４００は、各種メニュー画面に遷移するためのメニューボタン４０１
と、マップビュー画面と他の閲覧画面（ビュー画面）とを切り替えるためのビュー切替ボ
タン４０２と、撮像装置１００で撮像処理を実行するための撮影モード切替ボタン４０３
と、を含んで構成される。
【００６８】
　そしてマップビュー画面４００は、画面全面に地図データを表示する地図エリア４１０
と、地図エリア４１０に重畳して表示される地図クラスタ４１１と、を含んで構成される
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。図６に示したように、地図クラスタ４１１は、地図エリア４１０に表示される地図デー
タ上の位置と対応付けて表示され、所定の範囲内で撮影されたコンテンツのサムネイル画
像が、最新のものから所定数（例えば４つ）重ねられた状態で表示される。
【００６９】
　撮像装置１００のユーザが、マップビュー画面４００に表示されている地図クラスタ４
１１の中から１つを選択することで、システム制御部１４０は、当該地図クラスタに該当
するコンテンツがインデックス表示されたインデックス画面６００を表示部１７０に表示
させることができる。図７は、撮像装置１００のユーザによって、マップビュー画面４０
０に表示されている地図クラスタ４１１の中から１つの地図クラスタ４１１が選択された
状態を示したものである。ユーザが１つの地図クラスタ４１１を選択すると、システム制
御部１４０は、その選択された地図クラスタ４１１がマップビュー画面４００の中央に位
置するように地図エリア４１０に表示される地図データの表示を変更するとともに、ユー
ザが選択した地図クラスタ４１１が選択状態であることを示す表示を実行する。図７では
、ユーザが選択した地図クラスタ４１１が選択状態であることを示す表示として、地図ク
ラスタ４１１を円で囲っているが、選択状態であることを示す表示はかかる例に限定され
ないことは言うまでもない。
【００７０】
　図７に示すように、１つの地図クラスタ４１１が選択された状態になると、システム制
御部１４０によって、マップビュー画面４００に、ハイライト再生（動画コンテンツのう
ち、ハイライトとなる場面のみを抽出して再生するモード）を実行させるためのハイライ
ト再生ボタン４０４と、選択された地図クラスタ４１１に該当するコンテンツの基本情報
を表示するコンテンツ情報表示エリア４０５が表示される。本実施形態では、選択された
地図クラスタ４１１に該当するコンテンツの基本情報として、上段に動画の総再生時間、
下段に静止画の枚数が表示されている。
【００７１】
　そして、図７のように、１つの地図クラスタ４１１が選択された状態で、ユーザがその
地図クラスタ４１１に対する選択操作を実行することで、システム制御部１４０は、ユー
ザが選択した地図クラスタについてのインデックス表示確認画面５００を表示部１７０に
表示させる。
【００７２】
　なお、図７のように、１つの地図クラスタ４１１が選択された状態で、ユーザが、マッ
プビュー画面４００上で、その地図クラスタ４１１以外の場所を選択（タップ）すること
で、地図クラスタ４１１の選択状態は解除される。その際、システム制御部１４０は、ユ
ーザが選択（タップ）した場所が中央に位置するように、マップビュー画面４００の表示
を制御してもよい。
【００７３】
　図８は、本発明の一実施形態にかかるインデックス表示確認画面５００の表示例を示す
説明図である。図８に示したように、本発明の一実施形態にかかるインデックス表示確認
画面５００は、マップビュー画面４００へ戻るための戻るボタン５０１、ユーザが選択し
た地図クラスタを表示する地図クラスタ表示エリア５０２、ユーザが選択した地図クラス
タに属するコンテンツが撮影された撮影日等の情報を表示する付加情報表示エリア５０３
、選択された地図クラスタ４１１に該当するコンテンツの基本情報を表示するコンテンツ
情報表示エリア５０４、ユーザに対してインデックス画面６００へ遷移させるかどうかを
選択させる選択ボタン５０５、５０６が含まれる。
【００７４】
　ユーザが、インデックス表示確認画面５００に表示された戻るボタン５０１または選択
ボタン５０６を押すと、システム制御部１４０はマップビュー画面４００を表示部１７０
に表示させる。一方、ユーザが、インデックス表示確認画面５００に表示された選択ボタ
ン５０５を押すと、システム制御部１４０は、ユーザが選択した地図クラスタに属するコ
ンテンツのインデックスを表示するインデックス画面６００を、表示部１７０に表示させ
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る。
【００７５】
　そして、本発明の一実施形態にかかるインデックス表示確認画面５００は、撮像装置１
００のユーザによって、マップビュー画面４００に表示されている地図クラスタ４１１の
中から１つの地図クラスタ４１１が選択された状態（図７）において、マップビュー画面
４００には表示されていなかった情報を表示する、付加情報表示エリア５０３を有してい
る。
【００７６】
　本実施形態では、図８に示したように、付加情報表示エリア５０３には、ユーザによっ
て選択された地図クラスタに属するコンテンツの撮影日の情報を表示させていたが、付加
情報表示エリア５０３に表示する情報はかかる例に限定されないことは言うまでもない。
例えば、システム制御部１４０は、ユーザによって選択された地図クラスタに属するコン
テンツが撮影された場所の緯度・経度の情報を、付加情報表示エリア５０３に表示させる
ようにしても良い。
【００７７】
　他にも、地図データ記憶部２００が、緯度・経度に対応する地名・地点の情報を有して
いる場合には、システム制御部１４０は、ユーザが選択した地図クラスタに属するコンテ
ンツが撮影された地名・地点の情報を付加情報表示エリア５０３に表示させるようにして
も良い。コンテンツが撮影された地名・地点の情報を付加情報表示エリア５０３に表示さ
せることで、その地図クラスタに属するコンテンツがどのような場所で撮影されたもので
あるかを、ユーザに把握させることができ、ユーザに対して、コンテンツの再生表示の一
助となる。
【００７８】
　なお、図８の符号５０３、５０４が付されている破線は、説明の便宜上図示したもので
あるので、実際には、インデックス表示確認画面５００には表示されていない。
【００７９】
　図９は、本発明の一実施形態にかかるインデックス画面６００の表示例を示す説明図で
ある。図９に示したように、本発明の一実施形態にかかるインデックス画面６００には、
マップビュー画面に戻るための戻るボタン６０１と、サムネイル画像６０４の表示をスク
ロールさせるためのスクロールボタン６０２ａ、６０２ｂと、撮像装置１００で撮像処理
を実行するための撮影モード切替ボタン６０３と、サムネイル画像を表示するサムネイル
画像表示エリア６０４と、サムネイル画像表示エリア６０４に表示するコンテンツの種類
を切り替えるコンテンツ切替ボタン６０５と、選択された地図クラスタ６１１に該当する
コンテンツの基本情報を表示するコンテンツ情報表示エリア６０６と、画面右半分に地図
データを表示する地図エリア６１０と、ユーザがマップビュー画面４００で選択した地図
クラスタ６１１と、が表示される。
【００８０】
　撮像装置１００のユーザが、サムネイル画像表示エリア６０４に表示されているサムネ
イル画像を選択する操作を行うと、撮像装置１００は、表示部１７０に、その選択された
サムネイル画像に対応するコンテンツを表示・再生する処理を実行する。そして、撮像装
置１００のユーザが、戻るボタン６０１を選択する操作を行うと、撮像装置１００は、表
示部１７０に表示させる画面をマップビュー画面４００に戻す処理を実行する。
【００８１】
　図１０は、本発明の一実施形態にかかる再生画面７００の表示例を示す説明図である。
図１０に示したように、本発明の一実施形態にかかる再生画面７００は、所定のメニュー
画面に戻るためのメニューボタン７０１と、再生を停止してインデックス画面６００に戻
るための戻るボタン７０２と、再生中のコンテンツの音量を調節する音量ボタン７０３と
、再生中のコンテンツを削除するための削除ボタン７０４と、撮像装置１００で撮像処理
を実行するための撮影モード切替ボタン７０５と、前のコンテンツに戻るスキップボタン
７０６と、コンテンツを逆送りさせる逆送りボタン７０７と、コンテンツを再生または一
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時停止させる再生・一時停止ボタン７０８と、コンテンツを早送りする早送りボタン７０
９と、次のコンテンツに進むスキップボタン７１０と、コンテンツの再生時間や総再生時
間の情報を表示するための再生時間表示エリア７１１と、が表示される。
【００８２】
　このような再生画面７００を表示部１７０に表示させることで、撮像装置１００は、ユ
ーザに対してコンテンツの再生操作を行わせることができる。
【００８３】
　以上、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の表示部１７０に表示される画面に
ついて説明した。もちろん、本発明では、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００の
表示部１７０に表示される画面の構成は、ここで説明したものに限られないことは言うま
でもない。
【００８４】
　＜２．まとめ＞
　以上説明したように本発明の一実施形態にかかる撮像装置１００は、ユーザの所定の操
作により、表示部１７０に、地図とともに当該地図上の位置と関連付けて、撮像装置１０
０で撮像されたコンテンツ（静止画像及び動画像）のサムネイル画像をマッピングさせて
表示するマップビュー画面４００を表示する。
【００８５】
　表示部１７０にマップビュー画面４００が表示されている状態で、ユーザがマップビュ
ー画面４００に表示されている地図クラスタの中から１つの地図クラスタを選択すると、
そのマップビュー画面４００に、ユーザが選択した地図クラスタに属するコンテンツの基
本情報（動画の再生時間、静止画の枚数）が表示される。
【００８６】
　そして、表示部１７０の表示が、マップビュー画面４００において１つの地図クラスタ
が選択されている状態から、その地図クラスタのインデックス画面の表示をユーザに選択
させるインデックス表示確認画面５００に遷移すると、インデックス表示確認画面５００
は、マップビュー画面４００に表示されている地図クラスタ４１１の中から１つの地図ク
ラスタ４１１が選択された状態（図７）においてマップビュー画面４００には表示されて
いなかった情報を表示する、付加情報表示エリア５０３を有する。これにより、ユーザは
、選択した地図クラスタに属するコンテンツがいつ撮影されたものであるか、どのような
場所で撮影されたものであるか、などを確認することが可能になる。
【００８７】
　なお、上記の実施形態で説明した一連の処理は、専用のハードウエアによって実行させ
ても良いが、ソフトウエア（アプリケーション）により実行させても良い。一連の処理を
ソフトウエアに行わせる場合には、汎用又は専用のコンピュータにコンピュータプログラ
ムを実行させることにより、上記の一連の処理を実現することができる。
【００８８】
　また、上記の実施形態の説明で参照した図面中のアイコンのデザイン及びアイコンや情
報の配置位置は、各図面において示したものに限られないことは言うまでもなく、本発明
を逸脱しない範囲で任意のデザインを決定したり、任意の位置にアイコンや情報を配置し
たりすることが可能である。
【００８９】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【００９０】
　例えば、上記の実施形態の説明では、マップビュー画面において表示されていなかった
情報として、地図クラスタに属するコンテンツの撮影日時をインデックス表示確認画面に
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表示させていたが、本発明はかかる例に限定されるものではない。例えば、システム制御
部１４０に顔検出機能を持たせておき、地図クラスタに属するコンテンツに顔が含まれて
いたら、システム制御部１４０はその顔の部分をコンテンツから抽出し、インデックス表
示確認画面に表示させるようにしてもよい。これにより、撮像装置１００のユーザは、マ
ップビュー画面で選択した地図クラスタに属するコンテンツに、誰が映っているかを、イ
ンデックス表示前に確認することが可能になる。
【００９１】
　また例えば、システム制御部１４０に顔検出機能を持たせる場合には、システム制御部
１４０に、検出した顔が男性なのか女性なのか、大人なのか子供なのかを識別させてもよ
く、地図クラスタに属するコンテンツに顔が含まれていたら、システム制御部１４０は、
誰が何人映っているのかをインデックス表示確認画面に表示させるようにしてもよい。こ
れにより、撮像装置１００のユーザは、マップビュー画面で選択した地図クラスタに属す
るコンテンツに、どのような人間が何人映っているかを、インデックス表示前に確認する
ことが可能になる。
【符号の説明】
【００９２】
　１００　　撮像装置
　１１０　　カメラモジュール
　１２０　　ＧＰＳモジュール
　１３０　　方位センサ
　１４０　　システム制御部
　１５０　　操作部
　１６０　　記録部
　１７０　　表示部
　１８０　　音声出力部
　２００　　地図データ記憶部
　２１１　　撮像部
　２１２　　撮像位置情報取得部
　２２０　　地図データ取得部
　２５０　　表示制御部
　２６０　　表示部
　２７０　　操作受付部
　２８０　　記録制御部
　２９０　　コンテンツ記憶部
　３００　　コンテンツ管理情報記憶部
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